農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画
色　麻　町

１　促進計画の区域
　　別紙地図に記載のとおりとする。

２　促進計画の目標
１．東南部地域

(1) 現況

　本地区は、奥羽山系より流れ出る保野川・花川の豊富な水源を利用し、東南部一帯を潤し比較的平坦な稲作地帯となっており大崎耕土の一部をなしている。圃場整備率も県内でも高い水準であり、土地利用型農業の確立を推進し、生産性の高い農業を展開していることから、担い手への更なる農地集積を図り、地域住民等による共同活動の実施により農地の保全に努め、担い手への負担軽減を図ることとする。

(2) 目標

　(1)を踏まえ、本地域では、農業者と地域住民や関係団体との協力体制を構築し、法第３条第３項第１号に掲げる事業（多面的機能支払交付金事業）を推進し、併せて同項第３号に掲げる事業（環境保全型農業直接支払交付金事業）を促進する事により、土地利用型農業の更なる推進、生産コスト削減、環境に配慮した農業を普及し、併せて多面的機能の発揮の促進を図ることとする。

　２．西部地域

　　(1) 現況

　本地区は、奥羽山系の麓に位置し、保野川、長谷川の豊富な水源を利用した稲作地帯となっている。東南部地域と比較すると傾斜地域であり、地理的条件・生産条件に格差があることから、地域住民等による共同活動の実施により、東南部地域と同水準にする取組を行うことが必要となっている。

　　(2) 目標

　(1)を踏まえ、本地域では、農業者と地域住民や関係団体との協力体制を構築し、法第３条第３項第１号に掲げる事業（多面的機能支払交付金事業）を推進し、併せて同項第３号に掲げる事業（環境保全型農業直接支払交付金事業）を促進する事により、東南部地域と同様に土地利用型農業の推進、生産コスト削減、環境に配慮した農業を普及し、併せて多面的機能の発揮の促進を図ることとする。

３　法第６条第２項第１号の区域内においてその実施を推進する多面的機能発揮促進事業に関する事項
	
	実施を推進する区域
	実施を推進する事業

	①

	東南部地域


	法第３条第３項第１号に掲げる事業及び同項第３号に掲げる事業

	②

	西部地域


	法第３条第３項第１号に掲げる事業及び同項第３号に掲げる事業




４　法第６条第２項第１号の区域内において特に重点的に多面的機能発揮促進事業の実施を推進する区域を定める場合にあっては、その区域
　　設定しない。

５　その他促進計画の実施に関し市町村が必要と認める事項
　１．対象農用地について　　

　対象農用地については農振農用地区域内の農用地とするが、町が多面的機能の維持の観点から必要と認める農用地についても対象とする。  
